
（様式２） 

歯学部附属歯科技工専門学校 

令和４年度自己点検・評価及び学校関係者評価票 

 

令和４年度 

自己点検・評価項目 
自己点検・評価結果 

（現状説明，長所・特色，問題点，全体のまとめ） 
取組 

評価 

学校関係者評価 

自己点検・評価結果

への意見等 

優れている点，継続

してほしい点 
問題点・要望等 その他意見等 

取組 

評価 

評価項目① 

資格取得等に関する指導体

制，カリキュラムの中での体

系的な位置付けはあるか。 

① 現状説明 

歯科技工士国家試験の学説試験対策と

して第３学年時に，４月下旬から中間試

験を８回，全国歯科技工士学校協会及び

医歯薬出版主催の模擬試験を２回受験

し，国家試験対策を行っている。また，中

間試験及び模擬試験の成績不振者を対象

に補習を行っている。 

 

② 長所・特徴 

中間試験及び模擬試験の実施により，

教員及び学生間で歯科技工士国家試験の

出題傾向を把握できる。 

 

③ 問題点 

歯科技工士国家試験合格率が低下して

いる。 

 

④ 全体まとめ 

今後，問題作成のための研修会を実施

する。また，中間試験について，問題作成

方法，出題の妥当性，評価方法等の見直し

を実施していく。 

Ａ 

・歯科技工士国家試験

の学説試験対策は，数

名の成績不振者の底

上げが課題だと思う。 

・成績不振者に対して

も適切に補習を行っ

ている様子であった。

授業見学の際は国家

試験対策の実技研修

を行っており，学生も

十分に理解していた

様子であった。 

・成績不振者の補習

は，特に国家試験直前

に集中して少人数で

指導を行うことが必

要だと思われる。特に

分からない問題など

は，どこが分からない

のか質問などして理

解を深めるような指

導方法を考え，成績不

振者も自信を持って

国家試験に臨めるよ

うに自信を付けさせ

てもらいたい。 

・中間試験，模擬試験

を行い成績不振者の

補習は合格率を上げ

るためにも継続して

いただきたい。 

・教員が歯科技工士国

家試験の出題傾向を

把握しており，学生の

指導に当たっていた。 

歯科技工士国家試験

合格率の低下に対す

る対策も教職員間で

協議している様子で

あった。 

・国家試験の学説試験

の傾向を分析し，対策

を立て会議で協議し

てもらいたい。 

・中間試験において，

基本問題と応用問題

の出題の時期を検討

していただきたい。 

・中間試験の問題作成

時，各科目で作成した

問題を全体でブラッ

シュアップしていた

だきたい。 

・出題者は，過去問題

以外にオリジナル問

題を作成できるよう

にしていただきたい。 

・国家試験に焦点を合

わせたカリキュラム

だけでなく，卒後に少

しでも早く仕事に慣

れるように，臨床科目

も増やしてほしい。 

・第３学年では全員で

国家試験に合格する
という目標に向けて
動機付けを行い，クラ

ス全体の雰囲気作り
をしていただきたい。 
・受験に対する勉強の

仕方の分からない学
生などに助言してい
ただきたい。 

・成績不振者が自信を
持って国家試験に臨
めるようにサポート

していただきたい。 
・最終目的の一つとし

て，歯科技工士国家試

験合格があるため，合

格率の低下解消に更

なる注力を願いたい。 

Ａ 

評価項目② 

学生の生活環境への支援は行

われているか。 

① 現状説明 

毎月（８月除く）１回，教員会を開き，

各クラス担任から学生の出欠席について

確認を行い，欠席理由の確認をはじめク

ラス担任の対応や保証人との連携等につ

いて協議している。また，就業している学

生には，繁忙期で授業に遅れが生じた場

合，授業時間外に補習を行うなどの対応

している。 

 

② 長所・特徴 

夜間課程のため，様々な環境の学生が

在籍している。 

 

Ａ 

・不登校等の学生は，

人間関係，講義・実習

の遅れ，金銭的問題そ

の他の理由で意欲の

低下が招く結果だと

思われる。 

何が原因で不登校

等になるのか，学生の

話を良く聞くことに

より学生自身も自分

の気持ちが整理でき

るようになると思わ

れる。ひいては，教員

との信頼関係につな

・教員会でクラス担任

からの出欠席の状況

報告は，情報を共有化

していく上でも続け

ていただきたいと思

う。 

・学生個々の諸事情に

も配慮し，対応してい

る様子であった。 

・授業見学した状況で

は学生との信頼関係

も構築されていると

感じた。学生数が少な

いことは残念だが，よ

・教員は諦めずに粘り

強く学生に接する必
要があると思われる。
そして，教員が学生に

対して「あなたのこと
はいつも見守ってい
ます」という姿勢を持

つこと必要と考える。 
・大人しい学生や教員
とあまり話さない学

生等には，声掛けをし
て「私を意識してくれ
ている」と感じてもら

うことにより学生と

・教員と学生とが１対

１で面談する機会を

増やし，教員と学生が

話しやすい雰囲気作

りをしていただきた

い。 

Ａ 
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③ 問題点 

入学前の不登校，退学経験者等への

個々の諸事情に配慮した対応に苦慮して

いる。 

 

④ 全体のまとめ 

今後，学生の動向は教職員間での逐一

正確な情報共有が必要であるため，学生

の動向把握に努める。問題があれば，保証

人と協力し解決のため善処していく。 

がると思われる。 

・不登校等の課題のあ

る学生には適切に連

絡を取り，対応してい

る様子であった。 

り学生に寄り添うこ

とができる環境は大

きな利点と考える。 

の信頼関係が少しず

つ築き上げられると
思われる。 
・夜間課程の学校のた

めなので，学生はそれ

なりの志を持ってい

ると思うので，個々に

寄り添った教育がで

きると更に個々の能

力が向上すると思う。 

・残念なのは，教職員

の負担が大きいよう

に感じた。 

評価項目③ 

学生の募集活動は適正に行わ

れているか。 

① 現状説明 

随時，学校見学希望者を受け付けてお

り，教職員で見学者の相談を受け，実際の

授業を見学できるよう対応し，入学まで

の不安が取り除けるように努めている。

また，オンラインでの相談に対応できる

環境を整備し，ＳＮＳを利用し学校生活

の様子を配信している。 

 

② 長所・特徴 

昼間の時間は自由に活用できるような

という夜間課程の利点と歯学部附属とい

う長所がある。 

 

③ 問題点 

社会人に向けた情報発信 

ＣＡＤ／ＣＡＭシステムの設置台数が

少なく，古いため，学校見学者からＣＡＤ

／ＣＡＭについての質問が多く，機器が

充実していないことが指摘される。 

 

④ 全体のまとめ 

今後も専任教員による高等学校への連

絡及び訪問を継続する。また，学校案内リ

ーフレットを作成し，付属歯科病院への

リーフレットの設置や，社会人への情報

発信のためＳＮＳの更新機会を増加させ

る。 

Ｂ 

・学生の募集に関して

は，歯科業界の問題も

影響していると思わ

れるので難しい問題

でもある。 

・やりがいを感じられ

る職業ではあるが，金

銭的に将来にわたり

生活設計ができるか

不安があるなどの意

見を聞くことがある。 

・学校紹介の際には歯

学部附属という環境

をアピールできると

思う。昨今のデジタル

化への対応も進めつ

つあると聞いている。

高等学校への学校訪

問についても報告が

あった。 

・現在，実施している

学校見学者の対応，オ

ンラインでの相談，進

学相談会，高等学校へ

の訪問及びＳＮＳの

発信などは今後も継

続していただきたい。 

・科目等履修生制度の

活用について積極的

に取り組んで従来の

専門学校とは違う利

点をアピールできて

いると評価している。 

・社会人に向けての情

報発信は，社会人での

総合型選抜の導入を

考えてみてはどうか。 

・総合型選抜の出願要

件として，本校への入

学を強く希望し，合格

した場合は入学を確

定できる者とするの

はどうか。 

また，選考方法は，面

接のみ，などの条件と

するのはどうか。 

・技工士学校の知名度

が低いと聞いている。

改善策として，実際に

就職している若手技

工士を活用し発信を

してみてはどうか。 

・東京都歯科技工士会

のデジタルセミナー

などを活用してみて

はどうか。 

・一般選抜が３月上旬

に終了していますが，

数回増やしてはどう

かと思う。 

Ｂ 
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評価項目④ 

【重点目標】 

授業評価の実施・評価体制に

ついて。 

① 現状説明 

学生による授業評価アンケートの集計

結果を基に，授業の改善，シラバス作成及

び学生指導について，教学ＩＲ専門委員

会にて協議している。 

 

② 長所・特徴 

グーグルフォームを用いメールにてア

ンケート調査を行っている。欠席の学生

にもメールで実施できる特徴がある。 

簡 便 に デ ー タ 化 で き る Ｉ Ｃ Ｔ

（ Information and Communication 

Technology）を活用することにより教職

員間で改善事項の情報共有も容易となっ

た。 

 

③ 問題点 

授業評価アンケートから得られる情報

に不十分な点がある。また，より効果的な

活用方法の検討が必要である。 

 

④ 全体のまとめ 

今後，アンケート集計結果を学生に公

表する。 

また，授業担当者へフィードバックし，

改善計画書の提出を求め，今後の授業に

生かしていくよう検討している。 

Ａ 

・授業担当者は，授業

評価アンケートの集

計結果を認識し，次年

度の授業改善に生か

して，学生が興味を持

つような授業にして

いただきたいと思う。 

・現状について説明が

あり，学生からの意見

などについても教職

員間で共有されてい

るようであった。 

・授業評価アンケート

の集計結果を，教学Ｉ

Ｒ専門委員会で役立

てていることは継続

していただきたい。 

・授業評価アンケート

に答えている学生の

総人数が全体的に少

ないように感じる。 

アンケート項目の見

直しを行ってみては

どうか。 

・学生の意見を尊重し

学生が受け入れやす

い授業形態にしてい

くことも必要とは思

うが，学生指導の在り

方については，今後も

協議していくことが

必要ではないか。 

・教員同士の情報の共

有化は物事がスムー

ズにいくためにも非

常に重要であると思

われる。 

Ａ 


